












































































































宮野 佳，? 中島 千恵，? 蠣崎 麗子?
橋本 郁恵，? 井達 理恵，? 柿沼 明美?






































岩本 悠里，堀口 夏海，黒岩 宏美
中沢まゆみ，羽鳥裕美子，塩田麻紀子
（独立行政法人国立病院機構
高崎総合医療センター 緩和ケアチーム）
【はじめに】 緩和ケアチーム活動にて,がん終末期患者
さんやご家族にとって,人生最期の限りある時間が納得
できる時間となるように関わっていくことが重要と感じ
る.症状のコントロール,苦悩へのケア,苦悩に関心を寄
せ,寄り添えるケアの充実が必要と考えるが,実際の臨
床では十分なケアが提供できていないのではないかと感
じることも多い.今回医療者へ看取りに関する意識調査
を行うことで現状を把握し,ケアの充実に繫げたいと考
えたので報告する.【方 法】 調査期間:平成25年11
月～平成26年1月対象:当センターのがん終末期の入
院患者に関わる看護師156名と医師33名方法:24項目
4段階評価によるアンケート調査.【結 果】 有効回答
率は87％だった.がん終末期患者の使用薬剤について検
討する必要性について非常にそう思うと73％が回答,検
査治療を減量又は中止する必要性は55％,安楽へのケア
の必要性は70％,看取りの際に,その人らしく整える事
の必要性は,73％が非常にそう思うと回答されていた.
看護ケアの必要性の検討は91％が非常にそう思う・ 少
し思うと回答,心電図モニターが必要と思うについては,
非常にそう思う・少し思うと86％が回答していた.【考
察】 調査により,がん終末期患者の看護ケアや治療の
見直しの必要性を感じているが,現状ではケアや治療の
必要性についての検討やケアへの反映が十分でないこと
が理解できた.がん終末期患者の使用薬剤・治療検査な
どの見直し,症状緩和の徹底,身体を拘束しない安楽な
生活の確保,その人らしく整えられるエンゼルケアの実
践を目指していきたいと考える.【まとめ】 今後,人生
最後の限りある時間が納得できる時間となるように,患
者さん・ご家族との十分な話し合いや医療者間の情報共
有や検討を行っていきたいと考える.現在作成中の看取
りのパスを導入し,院内での看取りのケアの重要性を啓
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